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加速度を補償する信号処理条件」，「モード 3：閾値に基づいた 2段階 EKFによる信号





モード 2はモード 1より優れていた，2)一方向条件において，モード 2がいちばん優れ
ていた．3)多方向条件において，モード 5がいちばん優れていた．4)歩行実験において，
モード 3がいちばん優れていた．この結果を踏まえて，モード 2（提案手法）の利点と
して，a)セットするパラメータがモード 3では 4つであることに対して，モード 2では
2つであり，パラメータが少なくて済むこと，b)パラメータ化する空間回転軸がモード




























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，歩行訓練を支援するための靴型歩行計測装置を実現するために必要となる
技術開発に関するものである．使用する慣性センサ，超音波センサ，圧力センサの問題
点を解決する手法を提案し，その有効性を示している． 
 公聴会においては，多数の出席者があり，質問として，用いたニューラルネットワー
クモデルの利点，用いた圧力センサの個数の妥当性，超音波センサの個数や配置の決定
方法の妥当性，ニューラルネットワークを使った場合のリアルタイム計測の実現方法，
センサフュージョン技術を用いる場合の将来展望等について質問がなされたが，いずれ
も著者の説明により質問者の理解が得られた． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
